



























































































































　　　　　　　  表1　官僚の出身学校の変化 （単位：％）
1916年 1927年 1936年
東京帝国大学卒業 47 47 42
京都帝国大学卒業 6 24 26
他の大学 6 6 5
高校卒業、現業 41 24 26
　　　　　　　  表2　官僚の出身の変化 （単位：％）
1916年 1927年 1936年
朝鮮鉄道局 29 12 35
日本鉄道省 35 59 12
満鉄 0 24 53























時　期 鉄道管理主体 鉄道局長 特　徴
1905年~1909年 統監府鉄道管理局 古市公威 学者，官僚，京釜鉄道会社社長，
土木工学博士（フランス留学）






1910年~1917年8月 総督府鉄道局 大屋権平 1917年7月日本帰国
1917年9月~1923年5月 満鉄京城管理局 久保要蔵 日本中央大学卒業
高等文官試験（官僚）
1923年6月~1925年4月 満鉄京城管理局 安藤又三郞


















台 湾 は 1.54 マ イ ル、 欧 洲
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